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６ 月
定例会

一般会計補正
（7,435万5千円を追加し、予算総額は
� 59億8,435万5千円となりました。）

主 な 補 正
◇コミュニティ助成事業補助金　136万８千円
　地域住民の健康増進、運動スポーツの習慣化を図るため、体組成計を１台整備する。

◇定額減税調整給付金事業費　1,749万７千円
　令和６年度に実施した定額減税等で、収入等の変動により減税しきれなかった人等を対象と
して不足額給付を実施する。

◇消防団の力向上モデル事業　551万７千円
　機動班に配備している防火服の更新と、イベント用の子ども用防火服や法被を計10着購入する。

◇小学校新校舎備品等整備事業　367万３千円
　小学校体育館に式典等の行事で使用するための移動式折り畳みステージを購入する。

　６月定例会（６月10日～ 18日）は、町長から提出された一般会計補正予算など、15議案を審議し、原
案どおり可決・承認しました。補正予算の主な概要は次のとおりです。

　小学校統合に伴い閉校となった学校跡地施設（駐車場を除く）の買
受候補者として選定された「学校法人須磨学園」に旧東小学校の土地
の売却と建物を無償譲渡することが６月定例会で議決された。
・土地　売却予定価格　3,039万３千円
・建物　無償譲渡
　　　　【理由】�校舎等は相当な施設改修費が必要で譲渡金額を考慮す

べきと判断したため

今後の予定は？
　同法人は旧東小学校の校舎等を活用し、令和８年５月を目途に校舎のリノベーション等を進め、令和９
年の春には通信制高等学校を新たに設立する予定としている。

　スポーツセンター東側に建設予定の日帰り入浴等施設整備・維持管理運営事業は、町が実施方針、要求水
準書等を提示し、その要件等に基づき、民間事業者が設計、施工、維持管理を行う方式（DBO方式）で進
めている。なお、施設の維持管理運営は指定管理者制度を導入する予定である。

旧東小学校の活用が正式に決定！！

三朝町日帰り入浴等施設の事業実施スケジュール

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調査・設計・工事監理・建設　 令和８（2026）年４月～令和10（2028）年２月
対象施設の引渡・開業準備 令和10（2028）年３月
供用開始 令和10（2028）年４月
維持管理運営 令和10（2028）年４月～令和20（2038）年３月31日

旧東小学校

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）７月　○2



常
任
委
員
会

で
慎
重
審
査

委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑

総
務
教
育
常
任
委
員
会

災
害
時
に
お
け
る
発
電
機
の
導
入
に

補
助
金
を

災
害
時
に
使
用
で
き
る
発
電
機
を
町
は
何

台
保
有
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、集
落
で
発

電
機
を
購
入
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
る

が
、補
助
金
は
あ
る
の
か
。

町
は
５・
６
台
の
発
電
機
を
保
有
し
て
い

る
。今
、補
助
制
度
は
な
い
の
で
、町
の
発

電
機
の
一
時
的
な
貸
出
等
、そ
の
都
度
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。集
落
の
発
電

機
購
入
補
助
金
は
、今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

子
ど
も
用
防
火
服
は
何
着
購
入
し
、ど
の

よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。

子
ど
も
用
の
防
火
服
は
２
着
、法
被
は
８

着
程
度
購
入
す
る
。イ
ベ
ン
ト
等
で
子
ど

消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事
業

も
た
ち
が
着
た
り
、場
を
盛
り
上
げ
る
も

の
と
し
て
使
っ
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の
防
火
服
の
更
新
は
、既
に

持
っ
て
い
る
も
の
を
全
部
入
れ
替
え
る

の
か
。

防
火
服
は
、平
成
25
年
に
は
全
団
員
に
配

備
さ
れ
て
い
る
が
、配
備
か
ら
10
年
程
経

過
し
、経
年
劣
化
が
あ
る
。出
動
頻
度
が

高
い
班
に
高
性
能
な
防
火
服
を
一
定
数

配
備
し
、安
全
確
保
も
同
時
に
図
っ
て
い

き
た
い
。

防火服で活動する消防団員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金

体
組
成
計
は
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
有

効
活
用
す
る
の
か
。

購
入
予
定
の
体
組
成
計
は
ケ
ー
ス
に
入
れ

て
持
ち
運
び
が
で
き
る
。基
本
的
な
設
置
場

所
は
、三
徳
セ
ン
タ
ー
と
考
え
て
い
る
。各

地
域
協
議
会
の
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
相
談
が

あ
る
時
な
ど
必
要
に
応
じ
て
、町
が
対
応
し

な
が
ら
、町
民
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

温
泉
を
活
用
し
た
健
康
ま
ち
づ
く
り

事
業令

和
８
年
１
月
頃
に
は
、事
業
へ
の
参
画

を
希
望
さ
れ
て
い
る
民
間
事
業
者
が
誰
か

分
か
る
の
か
。

民
間
事
業
者
に
は
、年
内
に
事
業
参
画
の

手
上
げ
を
し
て
も
ら
い
、令
和
８
年
３
月
に

は
基
本
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
い
る
。

事
業
費
は
、ど
の
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
と
、

費
用
も
か
か
る
と
思
う
が
。

当
初
の
計
画
で
は
、施
設
の
面
積
が

７
０
０
平
米
で
、そ
れ
ら
を
含
め
た
大
体

の
試
算
で
、６
億
か
ら
７
億
以
下
ぐ
ら
い

か
か
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
た
。現
在
は
、

当
時
よ
り
施
設
の
諸
室
が
増
え
、面
積
は

１
１
０
０
平
米
を
想
定
し
て
い
る
。こ
ど

も
公
園
を
含
め
た
広
場
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
た
り
、駐
車
場
を
で
き
る
限
り
確
保

す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、そ
れ
よ
り
は
費

用
が
か
か
る
と
思
う
。

竹
田
保
育
園
・
旧
南
小
学
校
の
活
用

方
法
は

竹
田
保
育
園
や
旧
南
小
学
校
は
ず
っ
と
空

き
家
状
態
で
使
わ
れ
て
い
な
い
。今
後
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

竹
田
保
育
園
と
旧
南
小
学
校
を
一
体
的
か
、

分
割
し
た
募
集
に
す
る
か
は
改
め
て
考

え
、時
期
を
見
て
、募
集
を
し
て
い
き
た
い
。

竹田保育園・旧南小学校

3○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
査
・
一
般
質
問
」



産
業
民
生
常
任
委
員
会

公
用
車
の
更
新

水
道
で
使
用
し
て
い
る
車
両
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
車
を
オ
ー
ト
マ
（
Ａ
Ｔ
）車
に
更
新
す
る

が
、今
後
は
公
用
車
も
Ａ
Ｔ
車
に
し
て
い
く

の
か
。

Ａ
Ｔ
限
定
の
免
許
の
職
員
も
増
え
て
き
て

お
り
、マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公
用
車
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
。今
後
は
、Ａ
Ｔ
で
更
新
し
て

い
く
こ
と
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
。

除
雪
車
な
ど
の
特
別
車
両
は
ど
う
な
る

の
か
。

除
雪
車
は
大
型
特
殊
免
許
の
取
得
、建
設

機
械
の
検
定
又
は
講
習
を
修
了
し
た
者
が

扱
う
も
の
で
、今
後
も
特
に
変
更
す
る
予

定
は
な
い
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

の
一
部
変
更

加
茂
川
河
川
災
害
復
旧
工
事
の
契
約
額

が
、１
億
１
２
２
０
万
円
か
ら
１
７
９
万 

４
１
０
０
円
の
増
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

発
注
時
に
調
査
不
可
能
で
あ
っ
た
区
間

に
お
い
て
既
設
石
積
み
が
崩
壊
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
、そ
の
区
間
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
で
復
旧
す
る
た

め
で
あ
る
。

増
額
分
は
繰
越
予
算
で
で
き
る
の
か
。

繰
越
予
算
の
範
囲
内
で
行
え
る
。

町
道
実
光
神
倉
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

が
、令
和
７
年
７
月
31
日
か
ら
令
和
７
年

９
月
30
日
に
延
期
に
な
っ
た
理
由
は
。

資
材
調
達
の
遅
れ
で
あ
る
。

こ
の
２
件
の
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

80
〜
90
％
で
進
捗
し
て
い
る
。

加茂川河川災害復旧工事

こ
ど
も
公
園
構
想

こ
ど
も
公
園
は
何
か
所
か
に
分
け
て
作
る

の
か
。あ
る
程
度
予
算
を
か
け
て
大
き
な

遊
具
等
を
設
置
し
た
公
園
を
作
る
の
か
。

理
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、日
帰
り
入
浴
施

設
に
併
設
し
た
屋
根
付
き
の
公
園
を
メ
イ

ン
と
し
、そ
の
ほ
か
、既
存
の
公
園
も
利
用

し
、小
さ
く
て
も
屋
外
で
遊
べ
る
場
所
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

日
帰
り
入
浴
施
設
に
併
設
す
る
公
園
は
、

５
０
０
㎡
く
ら
い
の
規
模
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
れ
ば
い
い
の
か
。

遊
具
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
は
５
０
０
㎡
程
度

の
イ
メ
ー
ジ
で
い
る
。規
模
で
は
な
く
場

所
の
使
い
方
次
第
で
人
が
集
ま
る
よ
う
な

公
園
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
公
園
構
想
と
聞
く
と
、大
き
な
遊

具
の
あ
る
公
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま

う
。町
民
の
中
に
も
、す
ご
く
良
い
大
き
な

公
園
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
人
も
い

る
。大
規
模
な
公
園
を
作
る
構
想
で
は
な

い
と
分
か
る
よ
う
な
広
報
が
必
要
で
は
な

い
か
。

計
画
を
進
め
る
中
で
、よ
り
具
体
的
な
内

容
が
見
え
て
き
た
ら
、き
ち
ん
と
町
民
に

広
報
し
て
い
き
た
い
。

農
業
関
連
補
助
金
等
の
情
報
発
信

農
林
業
関
係
の
補
助
金
の
情
報
発
信
は
区

長
会
等
で
行
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、町
民
で
補
助
金
を
知
ら
ず
使
え
て
い

な
い
人
も
い
る
。情
報
発
信
の
や
り
方
を

も
う
少
し
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

そ
う
い
っ
た
話
は
以
前
か
ら
聞
い
て
い
た

の
で
、区
長
会
だ
け
で
な
く
、農
林
課
関
係

の
説
明
会
等
で
も
来
ら
れ
た
方
に
「
三
朝

町
農
業
・
林
業
支
援
施
策
ガ
イ
ド
」を
配

布
し
て
い
る
。今
後
は
町
報
等
へ
の
掲
載

な
ど
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

集落説明会（加谷）

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）７月　○4



一般質問
一般質問は、議員の日常
活動と調査研究、住民の
声や自身の考え方をもと
に、町長や教育長などの
方針を問うものです。

あなたの声を
町政に

三朝町は、執行部答弁を除き 1人 20分以内の制限
時間内であれば、質問の回数に制限はありません。

議会だよりでは、スペースの都合上、質問と答弁が要約してありますので、

臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしております。

ページ 質　　問　　事　　項 質問議員

６ １　松浦町政の２期を振り返って
２　日本遺産認定の継続後の課題について 松原　成利

７ １　三朝町の政策 藤井　克孝

８ １　町長の政治姿勢について 吉村美穂子

９ １　高齢者の健康増進策の一層の充実について
２　温泉を活用した健康まちづくり事業について 山口　　博

※‌�ケーブルテレビでは、一般質問後の最初の日曜日に、録画放送を行っています。
　（10：00～、18：00～）

４人の議員が一般質問をおこないました。

5○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
般
質
問
」



6

２
期
を
振
り
返
っ
て
の

自
己
評
価
は

松
原

　

今
年
秋
に
町
長
の
任
期
が
満

了
し
町
議
会
議
員
と
同
時
選
挙

の
予
定
だ
が
、新
小
学
校
建
設
や

日
本
遺
産
再
認
定
等
の
一
方
で

豪
雨
災
害
復
旧
や
町
民
数
減
少

等
の
課
題
も
あ
り
、８
年
間
を
振

り
返
っ
て
の
思
い
や
自
己
評
価

等
を
聞
き
た
い
。

町
長

　

町
民
の
皆
様
や
議
会
、
関
係

各
位
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
多
く
の
施
策
が
進
ん
だ
こ
と

に
感
謝
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
が

終
息
し
経
済
の
回
復
、
人
口
や

空
家
対
策
、
健
康
増
進
等
、
漸

く
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

展
開
し
て
い
る
状
況
だ
と
思
う
。

最
も
印
象
深
い
事
業
は

何
か

松
原

　

２
期
目
は
進
行
中
の
施
策
と

こ
れ
か
ら
進
む
計
画
の
両
方
が

動
き
１
期
目
と
は
違
う
感
想
か

と
思
う
が
、最
も
印
象
深
い
も
の

は
何
か
。

町
長

　

子
ど
も
た
ち
が
新
校
舎
で
学

ん
で
い
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思

う
。
町
長
に
な
る
と
き
か
ら
学

校
の
統
合
問
題
が
あ
っ
て
、
次

の
段
階
は
整
備
で
あ
る
。

今
後
の
町
政
を
率
い
る
者
は

松
原

　

町
政
へ
の
町
民
の
期
待
は
大

き
く
、今
後
を
率
い
る
者
は
山
積

す
る
課
題
に
一
層
の
計
画
性
や

指
導
力
で
あ
た
る
べ
き
。

町
　
政 答  皆様と二人三脚で多くの施策が進んだ

問 �松浦町政の２期を振り返って

松原　成利 議員

答 �

三
朝
温
泉
か
ら
三
徳
山
へ
の
誘
導
に
課
題

問 

日
本
遺
産
認
定
の
継
続
後
の
課
題
に
つ
い
て

観　光
三
徳
山
・
三
朝
温
泉
を

つ
な
ぐ
仕
掛
け
を

松
原

　
「
三
徳
山
・三
朝
温
泉
」は
日
本

遺
産
第
１
号
認
定
の
後
、条
件
付

き
継
続
を
経
て
、今
年
は
認
定
継

続
と
と
も
に
重
点
支
援
地
域
と

日
本
遺
産
ア
ワ
ー
ド
１
位
に
も

選
出
さ
れ
た
一
方
で
「
お
よ
そ

10
キ
ロ
離
れ
て
い
る
三
徳
山
と

三
朝
温
泉
を
つ
な
ぐ
仕
掛
け
が

さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
」と
の
課
題

が
指
摘
さ
れ
た
。坂
本
バ
イ
パ
ス

工
事
も
始
ま
っ
た
が
沿
道
に
日

本
遺
産
関
連
パ
ネ
ル
や
案
内
板

設
置
な
ど
楽
し
め
る
道
に
す
る

べ
き
。

町
長

　

現
在
の
三
徳
桜
街
道
の
よ
う

に
道
路
空
間
の
工
夫
も
必
要
と

思
う
。
連
泊
を
推
進
し
て
お
り
、

今
年
度
は
観
光
庁
補
助
金
で
大

型
収
納
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
設
置

や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
仕
組
み
の
整
備
を
加
速
す
る
。

三
徳
山
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
の
道
路
を

松
原

　

三
徳
山
は
道
が
粗
末
で
自
信

が
な
け
れ
ば
地
元
民
も
行
け
ず
、

諦
め
て
遥
拝
所
に
向
か
う
観
光

客
に
も
出
合
っ
て
い
る
。誰
で
も

行
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の

道
路
を
整
備
す
る
べ
き
。

町
長

　

保
存
活
用
計
画
で
緊
急
車
等

進
入
路
整
備
の
項
目
が
あ
る
が
、

文
化
財
へ
の
影
響
を
抑
制
す
る

方
法
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。

技
術
的
な
課
題
、
そ
の
他
多
数

の
課
題
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

課
題
検
討
の
状
況
進
展
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
。

町
長

　

具
体
化
し
た
も
の
や
次
の
展

開
に
結
び
つ
い
た
事
業
の
一
方

で
自
然
災
害
等
へ
の
備
え
の
重

要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
温
泉

を
活
用
し
た
健
康
ま
ち
づ
く
り

事
業
や
日
本
遺
産
活
用
の
好
循

環
、
子
育
て
支
援
や
定
住
促
進

等
の
様
々
な
施
策
で
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
住
み
続
け
た
い
町
の

持
続
的
発
展
の
役
割
を
担
う
こ

と
が
私
の
責
務
だ
と
思
う
。

工事が始まった坂本バイパス

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）７月　○



災
害
復
旧
工
事
の
現
状

藤
井

　

令
和
５
年
８
月
の
台
風
被
害

で
、特
に
農
地
災
害
、農
業
用
施

設
災
害
復
旧
工
事
は
１
０
４
件

も
未
完
了
の
ま
ま
だ
。早
急
に
工

事
が
完
了
す
る
よ
う
進
捗
管
理

等
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

農
業
用
施
設
な
ど
、
優
先
順

位
の
高
い
も
の
か
ら
計
画
的
に

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
関

係
者
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

対
象
集
落
の
方
に
は
工
事
の
進

捗
状
況
等
を
随
時
報
告
し
、
一

部
林
道
施
設
は
除
く
が
、
今
年

度
中
に
全
て
の
復
旧
工
事
の
完

了
を
目
指
す
。

高
齢
者
の
生
活
支
援
、

交
通
支
援

藤
井

　

高
齢
者
交
通
費
助
成
事
業
の

タ
ク
シ
ー
助
成
は
、通
院
等
を
考

え
る
と
、月
４
枚
の
助
成
で
は
足

り
な
い
の
で
は
な
い
か
。不
足
部

分
を
何
割
か
で
も
助
成
す
る
よ

う
な
検
討
を
す
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、ど
う
考
え
る
か
。

町
長

　

令
和
６
年
度
の
実
績
は
、
全

体
の
使
用
率
と
し
て
は
37
・

４
％
、
交
付
枚
数
に
対
す
る
割

合
は
18
・
４
％
で
あ
る
。
制
度

開
始
時
に
は
高
齢
者
の
意
向
調

査
を
し
て
、
通
院
の
頻
度
な
ど

を
調
べ
た
上
で
枚
数
を
設
定
し

て
い
る
。

藤
井

　

タ
ク
シ
ー
助
成
は
乗
車
場
所

か
ら
目
的
地
ま
で
の
助
成
で
、

例
え
ば
病
院
か
ら
自
宅
へ
帰
る

途
中
に
買
い
物
を
す
る
時
は
、

一
部
実
費
を
払
っ
て
い
る
と
い

う
事
例
が
あ
る
よ
う
だ
が
ど
う

思
う
か
。

町
長

　

こ
の
事
業
は
医
療
機
関
に
行

か
れ
る
方
が
主
な
対
象
で
、
買

物
支
援
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ

る
。
移
動
販
売
な
ど
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
使
っ
て
も
ら
い
つ
つ
、

高
齢
者
自
身
で
で
き
る
方
策
を

考
え
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。
高
齢
化
が
進

む
な
ど
社
会
状
況
も
変
化
し
て

い
る
中
で
、
町
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

町
長
出
馬
の
意
向
、

政
策

藤
井

　

令
和
７
年
10
月
が
改
選
期
だ

が
、町
長
出
馬
の
意
向
、３
期
目

政
策
等
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　

コ
ロ
ナ
が
明
け
て
２
年
、
町

の
産
業
と
町
民
活
動
の
再
開
、

そ
の
向
上
に
努
力
し
て
き
た
。

特
に
温
泉
入
浴
施
設
の
整
備
は

長
年
目
指
し
て
き
た
事
業
で
、

事
業
の
着
手
と
実
現
を
精
力
的

に
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
旧
小

学
校
の
活
用
で

は
、
旧
三
朝
小

学
校
は
地
域
活

動
等
の
拠
点
と

し
て
多
様
な
交

流
の
促
進
を
進

め
、
旧
東
小
学

校
は
民
間
事
業

者
の
運
営
で
新

た
な
展
開
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ

る
。
今
、
地
方

創
生
の
テ
ー
マ

で
あ
る
人
口
対

策
を
進
め
る
重

要
な
時
期
に
直

面
し
て
い
る
。

住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
町

総
合
計
画
の
実
行
、
地
方
創
生

２・
０
と
次
期
総
合
計
画
へ
の
方

向
を
示
す
こ
と
が
責
務
だ
と
考

え
て
い
る
。
３
期
目
に
挑
戦
、

立
候
補
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

表
明
す
る
。

町

政 答  ３期目に挑戦、立候補を決意

問 �町長選出馬への意向は

藤井　克孝 議員

町長、議場で決意表明

7○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
般
質
問
」
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政

策

長
期
的
な
町
づ
く
り
構
想

吉
村

　

本
町
の
20
年
後
、30
年
後
の
長

期
的
な
町
づ
く
り
構
想
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　

人
口
推
計
が
ど
の
よ
う
に
な

る
か
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が

ら
、
住
民
、
関
係
人
口
な
ど
を

含
め
た
町
づ
く
り
が
必
要
だ
と

思
う
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
在

り
方
も
、
将
来
を
見
通
し
、
ふ

さ
わ
し
い
物
で
あ
る
か
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

吉
村

　

中
山
間
地
に
お
け
る
高
齢
者

の
交
通
問
題
、
買
い
物
問
題
な

ど
、
地
域
に
お
け
る
現
場
の
声

を
し
っ
か
り
聴
き
、
町
民
に
と
っ

て
豊
か
で
幸
せ
な
暮
ら
し
が
ど

う
い
う
も
の
か
を
話
し
合
う
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。

町
長

　

行
政
任
せ
で
は
な
く
、
行
政

と
地
域
の
住
民
が
一
緒
に
な
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
行
動
し

て
い
く
の
が
地
方
創
生
だ
と
思

う
。
旧
三
朝
小
学
校
は
、
地
域

と
共
に
活
動
し
て
い
く
大
切
な

拠
点
に
な
る
と
思
う
。

吉
村

　

人
口
減
少
と
な
る
将
来
を
見

据
え
、
岡
山
県
美
咲
町
の
施
策

で
あ
る
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク

（
賢
く
縮
む
）
と
い
う
考
え
方
を

ど
う
思
う
か
。

町
長

　

縮
小
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

だ
と
思
う
。
そ
の
地
域
に
必
要

で
あ
る
も
の
は
残
す
べ
き
だ
が
、

た
だ
あ
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
将
来
に
向
け
て
の

見
通
し
と
、
整
理
は
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

温
泉
を
活
用
し
た
健
康
ま

ち
づ
く
り
と
こ
ど
も
公
園

構
想

吉
村

　

温
泉
を
活
用
し
た
健
康
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

町
長

　
町
で
は
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り

を
全
体
の
目
標
と
し
て
、
町
民
の

予
防
を
推
進
し
て
健
康
増
進
を
す

る
仕
組
み
、「
温
泉
を
知
る
」「
入

浴
施
設
な
ど
の
整
備
」「
温
泉
と

健
康
づ
く
り
の
連
携
」
の
３
本
柱

か
ら
な
る
事
業
を
具
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
整
備
場
所
は
、
山

田
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
東

側
で
、
器
具
を
使
っ
た
運
動
が
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
有
し
た
日

帰
り
入
浴
施
設
と
、
遊
具
な
ど
を

整
備
し
た
広
場
、
公
園
な
ど
を
一

体
的
に
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

吉
村

　
子
育
て
世
代
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
こ
ど
も
公
園
構
想
は
。

町
長

　

日
帰
り
入
浴
施
設
と
合
わ
せ

た
整
備
、
旧
三
朝
小
学
校
で
の
整

備
、
既
存
の
公
園
を
活
用
す
る
整

備
な
ど
を
検
討
し
、進
め
て
い
く
。

補
助
事
業
と
の
調
整
を
計
り
な
が

ら
、
世
代
を
超
え
て
集
ま
り
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
考
え
て

い
る
。

若
者
と
女
性
に
選
ば
れ
る
町

吉
村

　

町
長
が
考
え
る
若
者
と
女
性

に
選
ば
れ
る
町
と
は
。

町
長

　

若
者
と
女
性
が
活
躍
で
き
る

町
だ
と
思
う
。
そ
の
た
め
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
も
協
力
し
、

外
部
か
ら
の
視
点
も
取
り
入
れ
、

町
の
魅
力
な
ど
の
情
報
を
幅
広

く
集
め
、
考
え
て
い
き
た
い
。

吉
村

　
産（
産
業
）官（
行
政
）学（
学

会
）
金
（
金
融
界
）
労
（
労
働
界
）

言
（
言
論
、
マ
ス
コ
ミ
）
の
専

門
家
と
若
者
、
女
性
を
交
え
て
、

町
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う

機
会
を
持
っ
て
欲
し
い
。
住
ん

で
良
か
っ
た
と
幸
せ
を
感
じ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答  限られた財源、人材で町民の生活と満足度を維持向上すること

問 �町長の考える町づくりは

吉村美穂子 議員

笑顔と元気があふれ　輝く町

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）７月　○



高
齢
者
の
健
康
寿
命
延
伸

策
の
充
実
を

山
口

　

高
齢
化
率
40
％
を
超
え
る
本

町
に
お
い
て
は
、医
療
給
付
費
や

介
護
給
付
費
の
抑
制
に
つ
な
が

る
、高
齢
者
の
健
康
寿
命
延
伸
は

重
要
で
あ
り
、特
に
認
知
症
予

防
、フ
レ
イ
ル
予
防
に
資
す
る
取

り
組
み
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

町
長

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
諸

施
策
の
遂
行
で
、
健
康
で
自
立

し
た
高
齢
者
を
増
や
す
こ
と
は
、

個
人
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
医
療
費
、
介

護
費
用
の
軽
減
に
寄
与
す
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な

Ｐ
Ｒ
を

山
口

　

町
で
は
高
齢
者
の
健
康
寿
命

延
伸
の
た
め
、多
く
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、今
回
の
調

査
で
初
め
て
知
っ
た
取
り
組
み

も
あ
っ
た
。よ
り
多
く
の
町
民
の

参
加
を
促
す
、き
め
細
や
か
な
Ｐ

Ｒ
の
充
実
と
工
夫
が
必
要
だ
。

町
長

　
町
の
課
長
会
で
も
、
Ｐ
Ｒ
の
チ

ラ
シ
は
町
民
が
一
見
し
て
イ
メ
ー

ジ
が
分
か
る
よ
う
な
も
の
が
参

加
へ
の
入
り
口
に
な
る
と
話
し

た
。
現
参
加
者
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
参
加
者
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

温
泉
施
設
に
関
す
る
要
求

水
準
書
の
作
成
は
誰
が
す

る
の
か

山
口

　

新
設
の
温
泉
施
設
建
設
に
あ

た
っ
て
の
要
求
水
準
書
は
誰
が

作
成
す
る
の
か
。

町
長

　

専
門
知
識
を
有
す
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
に
依
頼
し
、
温
泉

施
設
の
設
計
、
建
設
、
運
営
な

ど
の
町
の
基
本
構
想
等
を
参
酌

し
た
要
求
水
準
書
を
作
成
す
る
。

町
民
が
低
料
金
で
日
常
的

に
利
活
用
で
き
る
温
泉
施

設
を

山
口

　

町
民
が
等
し
く
低
料
金
で
日

常
的
に
利
活
用
で
き
、健
康
増
進

に
資
す
る
温
泉
施
設
を
期
待
し

て
い
る
。

町
長

　

温
泉
施
設
の
施
設
規
模
、
料

金
設
定
は
利
用
促
進
に
重
要
な

要
素
と
考
え
て
い
る
。
県
の
定

め
る
公
衆
浴
場
の
料
金
を
基
準

に
し
つ
つ
、
業
者
の
提
案
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
協
議
し
、
オ
ー

プ
ン
ま
で
に
決
め
る
。

遠
隔
住
民
な
ど
交
通
不
便

者
の
利
用
促
進
策
は

山
口

　

遠
隔
集
落
の
住
民
の
温
泉
施

設
利
用
へ
の
交
通
手
段
等
の
配

慮
が
必
要
で
は
。

町
長

　

サ
ン
サ
ン
バ
ス
を
利
用
し
て

も
ら
う
方
法
も
あ
る
が
、
運
営

業
者
か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
て

考
え
た
い
。

採
算
性
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か

山
口

　

町
民
対
象
の
施
設
で
は
採
算

が
難
し
い
が
、そ
の
辺
は
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か
。

町
長

　

採
算
性
に
つ
い
て
運
営
業
者

が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
の
問

題
が
あ
る
が
、
町
民
限
定
で
は

な
く
町
外
者
な
ど
三
朝
温
泉
の

利
用
を
希
望
す
る
人
を
受
け
入

れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

答 �

町
民
の
健
康
増
進
と
予
防
に
資
す
る
施
設
を
計
画

問 �

計
画
の
温
泉
施
設
は
町
民
が
日
常
的
に
利
活
用
で
き

る
こ
と
が
重
要

温泉と健康

高
齢
者 答  既存施策の点検・充実とＰＲの工夫を進める

問 �高齢者の健康寿命延伸策の充実と
参加者増の工夫を

山口　　博 議員

老人クラブペタンク大会

9○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
議
会
懇
談
会
・
議
案
の
賛
否
」



人口減少対策

サンサンバスの運行

令和７年度 議会懇談会
　みささ村、竹田、賀茂地域協議会に出向き、令和７年度の予算審査報告や質疑応答、意見交換を行いまし
た。議会懇談会での意見について、議会としての回答や、持ち帰り町の担当部局に確認した返答の一部を紹
介します。

住民 　人口減少が進んでおり集落の運営も困難
になることが想定される。10年20年先のこと
も考えながら議員にも一緒に対策に取り組んで
ほしい。

議会 　議会としても最重要課題の一つとして認
識している。今後も町や住民の皆さんと意見交
換しながら取り組んでいきたい。

こども公園
住民 　町でこども公園を作る計画があるようだ
が、せっかく作るなら他の町からも人が来るよ
うな特徴ある公園を計画してほしい。

町 　三朝のこども達はもちろん、町外からも
来ていただけるような魅力のある公園を目指
し、計画を進める。

住民 　竹田方面に帰る時間帯が不便でダイヤの
変更等検討ができないか。また、１台でなく２
台に増やすことはできないか。

町 　ご意見や利用状況、費用対効果等を踏ま
え、ダイヤ・便数について町地域公共交通協議
会で検討していく。

三朝温泉活用健康プロジェクト事業
住民 　アプリ開発や健康プログラムづくりに
9,200万円も必要なのか。温泉施設とアプリに
よる健康管理はどのようなことを考えているか。

町 　国の交付金を活用し、温泉病院の専門医
の監修に基づく健康プログラムの策定とデータ
分析・研究及び行動（運動）記録を計測するア
プリと連携し、日々の活動量に応じてポイント
を付与することで、健康増進と地域の活性化を
目指す。

防災グッズ購入の補助金
住民 　災害があった場合のインフラ対策として
発電機や簡易トイレの購入などに対して補助金
を考えてほしい。

町 　他自治体の対策等も参考にしながら検討
する。

空き家の活用方法
住民 　空き家が増えてきているが、町として空
き家バンクへの登録以外に空き家になる前の対
策や外部団体との連携など、積極的な施策や組
織体制の整備はできないか。

町 　引き続き空家シンポジウムの開催等によ
る住民の意識醸成のほか、組織体制の整備を検
討する。

　　 管理不全家屋であれば解体撤去等の補助金の
対象となるので、ご相談ください。

キュリー公園

住民 　キュリー公園に外灯を設置してほしいと
県に要望したが、困難とのことだった。町とし
て何か対応はしてもらえないか。

町 　県有地のため、町が外灯のみ設置するの
は困難だが、どのような対応が可能か県に相談
してみる。

議会への質疑・意見議会への質疑・意見

議会懇談会（みささ村）

町への質疑・意見町への質疑・意見

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）７月　○10
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【議案に対する賛否】

議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議案名

森　
貴
美
子

小
椋　
泰
志

河
村　
明
浩

吉
村
美
穂
子

松
原　
成
利

松
原　
茂
隆

能
見　
貞
明

石
田　
恭
二

山
口　
　
博

藤
井　
克
孝

遠
藤
勝
太
郎

吉
田　
道
明

結　
果

（６月定例会）

町長提出議案名

29 専決処分の承認について（三朝町税条例の一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

30 専決処分の承認について（三朝町国民健康保険税条例
の 一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

31 専決処分の承認について（令和６年度三朝町一般会計
補正予算（第９号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

32 令和７年度三朝町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

33 令和７年度三朝町温泉配湯事業特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

34 令和７年度三朝町水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

35 令和７年度三朝町下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

36 三朝町交流拠点施設の設置及び管理に関する条例の設定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

37 財産の処分について（旧三朝町立東小学校 土地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

38 財産の無償譲渡について（旧三朝町立東小学校） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

39 令和７年度三朝町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

40 三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

41 工事請負契約の締結についての議決の一部変更につい
て（加茂川河川災害復旧工事（５年災451号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

42 工事請負契約の締結についての議決の一部変更につい
て（町道実光神倉線道路災害復旧工事（５年災462号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

諮１ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任

議員提出議案名

議３ 地方財政の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※○は議案に対する賛成、●は反対等であることを意味しています。
※吉田道明議長を除く11名の賛否状況です。

【陳情】６月定例会の陳情に対する審査結果です。
件　名 提　出　者 審査結果 審査意見

裏金問題の徹底解明とパーティー券購入
を含む企業・団体献金の禁止を求める陳情 鳥取県革新懇 不採択

裏金問題は政府で継続して調査や公表がされている。企業・
団体献金の禁止ではなく、透明性を最優先した情報公開が
必要。

一日も早く選択的夫婦別姓の導入をする
よう政府に求める陳情

新日本婦人の会
鳥取県本部 不採択

国でも議論がされているが、多様な価値観や個人の尊厳の尊
重が必要で、その考え方は一致していない。慎重な検討と段
階的な対応が必要。

消費税率５％への引き下げとインボイス
制度の廃止を求めるよう国に意見書を上
げるよう求める陳情書

三朝革新懇 趣旨採択

消費税は社会保障などの財源となっていて、税率を下げるこ
とは将来的な財政負担になる恐れがあるため、現状を維持す
べき。
インボイス制度は開始から２年も経過していないため、状況
を見ながら必要に応じて見直しをすべき。

地方財政の充実・強化を求める陳情 自治労鳥取県本部
三朝町職員労働組合 採択

地方公共サービスを担う人材の不足や社会保障の充実、地域
活性化など、多岐にわたる課題へ対応するため、地方交付税
の引き上げや地方財政への支援強化などの取組が必要。

○　

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
大
好
き
み
さ
さ
町
」



　

三
朝
の
お
米
は
美
味
し
い
と

多
く
の
方
か
ら
、
耳
に
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
令
和
の
米
騒

動
か
ら
始
ま
り
、
今
も
な
お
米

の
価
格
高
騰
が
続
い
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
い
つ
も
以
上
に

気
合
を
い
れ
て
稲
作
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
町
内
の
田
植
え

も
ほ
ぼ
終
わ
り
を
迎
え
て
い
る

中
、
５
月
４
日
の
花
湯
ま
つ
り

「
ジ
ン
シ
ョ
」
で
は
、
東
軍
が

勝
利
し
た
こ
と
で
、
豊
作
に
軍

配
が
上
が
っ
た
こ
と
も
希
望
の

ひ
と
つ
で
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
や
異
常
気
象
に
よ
る
自
然

災
害
な
ど
、
収
穫
ま
で
気
の
休

ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

消
費
者
に
少
し
で
も
美
味
し
い

お
米
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
感

謝
を
忘
れ
ず
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

（
河
村　
明
浩　
記
）

　
発
行
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長　
吉
田　
道
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編　
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議
会
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報
常
任
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会

　
　
委
員
長　
小
椋　
泰
志

　
　
副
委
員
長　
河
村　
明
浩

　
　
委　
　
員　
藤
井　
克
孝

　
　
委　
　
員　
吉
村
美
穂
子

　
　
委　
　
員　
森　
貴
美
子

～私の思い～

　５月７日から９日、「プチマルシェシンドウ」
で職場体験学習をしました。初日は不安でした
が、お店の方が丁寧に教えてくださり注意点な
ども説明してくださったので、良いスタートと
なりました。２日目はレジ打ちの研修をしまし
た。最初は難しかったけど、繰り返しやってい
くうちに覚えて、接客ができていることを実感
することができました。３日目には、商品のレ
イアウトを担当し、自分でお客様が見えやすい
位置を考えて並べました。３日間で、商品の品
出しや賞味期限の確認、接客など、たくさんの
仕事を体験しました。仕事をしてみて、お客様

のためにする仕事は、たい
へんでもあるけどお客様の
笑顔や言葉をもらい楽しい
と思いました。
　体験を通して学んだことは、ミスや失敗をし
ても、「次は絶対にまちがえないようにしよう」
というあきらめない心です。また、一つ一つの
行動がお店に影響を与えてしまうので責任感を
持つことです。そして、あいさつがコミュニケー
ションやお店の雰囲気などに関係することがわ
かりました。これからの生活でも、あいさつを
当たり前にしていきたいです。

職場体験学習を通して学んだこと

シリーズ 大好き みささ町

三朝中学校２年
遠藤奏翔

議会・委員会議会・委員会をを傍聴傍聴しませんかしませんか
　議会の審議はみなさんに公開しています。本会議、委員会等
での審議がどのように進められているのか、直接ご覧になって
みませんか。
　どなたでも傍聴できますので、お気軽に役場２階へお越しく
ださい。
※‌�常任委員会・全員協議会の傍聴には委員長・議長の許可が必
要です。詳しくは議会事務局（電話43-3511）にお問い合わ
せください。

９月定例会の日程予定（案）
会期　９月８日～９月22日

（15日間）
※‌�日程は変更になる場合があります。
※‌�近づきましたら、防災無線、町ホー
ムページでもお知らせします。

～町のホームページに、議会情報を掲載しています～
・町ホームページから 三朝町議会 のページをご覧ください。

　　　町ホームページアドレス　http://www.town.misasa.tottori.jp

・町議会のしくみや議会日程、議員紹介など、さまざまな情報を掲載しています。
・議会だよりのバックナンバーも閲覧することができます。

こんにちは　みささ議会だよりです　令和７年（2025）７月　○12


